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要旨：私は，2017 年の第 1 班で約 1 か月バングラデッシュの南部に越境してきたミャンマー　ラカイ
ン州からの避難民へ Emergency Response Unit（以下 ERU）の助産師として医療支援を行なった．

























活動1-1 Mother & children Health（以下 MCH）
活動
１）活動概要








に小児と女性の軽症患者を MCH で診察し，VS や，
図１　活動地域の位置関係
図2　ラカイン州からバングラデッシュ南部への人口の流入























































活動 1－1 Mother & children Health(以下 MCH)活動 
 １）活動概要 


















受診者の内訳は図 2の通りで、前任者までの 2018年 2週目から 18週までと大きな変化はない。
 






























受診者の内訳は図 2の通りで、前任者までの 2018年 2週目から 18週までと大きな変化はない。
 














例で 69％，記録が得られた 2018 年 2 週目から 18 週
までは55.5％で，新規の受診者がやや増加した．
2 回以上受診している再診の割合は，任期中全体

























分娩は 1 例，初産婦の分娩第 2 期の状態で搬送さ
れてきたが，診療終了時間に近かったため，近隣の













① 　各々の場所から高低差が殆ど無い 10 分程度











































た．受診者で身体測定した 370 人中，140cm 台が半
数以上の 176 人，体重も 40 ㎏台が 208 人，56％で，
30Kg 台も 26 人おり日本人よりかなり小柄であっ
た．BMI では17～20以下が30％を占めていた．
特に注射後の不正出血で受診した 38 人中，36 人









































































































































名は 6 月 30 日に来て，それで 1ヶ月分と計算され実
質は 8 月末に交代する予定で，残りの 2 名は 7 月末











の看護師助産師への MED Log 業務移管の開始，４，
50 高知赤十字病院医学雑誌　第 2 3 巻　第 1 号　2 0 1 8 年




直した．IFRC の方針変更に伴い 7 月 12 日に IFRC 





























































































































































52 高知赤十字病院医学雑誌　第 2 3 巻　第 1 号　2 0 1 8 年
たれた．又誰にも言われていないのにクリニック内
に花を植えてそのお世話もきちんとされている．ク
リニックの保守も危険な斜面に出てシートをかぶせ
る，MCH では避難民通訳の女性が，最初に来て外
から見えないようにする布の仕切りを率先してつけ
てくれるなどオーナーシップを感じたのがありがた
く，うれしかった．
（添付資料）
妊婦用医療記録
妊婦の診察時に，問診事項に漏れが無いように，
あらかじめ最小限必要な項目を入れてある．
